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第１回市政懇談会を
開催しました

令和２年度

　市が進めている計画や主要事業などを説明し、市民の皆さんの
意見や提言を今後の市政運営に生かすため、10月23日から市内
８カ所で開催しました。市は次の４項目について説明しました。

　市は、令和元年台風第19号による被害が特に大きかっ
た市内７地区で検証事業を実施しました。検証の結果、土
砂・流木による水路能力の低下などが被害の原因として挙
げられ、対策として排水路や河川が本来の流下能力を維
持することや、ハードとソフトを組み合わせた対策を行う
こと、緊急性に応じた対策工を行うことなどを説明しまし
た。また、市道箱崎半島線盛土崩壊事故に係る原因検証結
果についても報告しました。

　内閣府は、令和２年９月11日に岩手県沿岸の津波浸
水想定を公表しました。防潮堤などが破堤した場合、中
妻地区まで浸水するというシミュレーション結果が示さ
れています。これを受けて岩手県は現在、悪条件下での
「県内最大クラスの津波浸水想定」の検討を行っていま
す。釡石市は内閣府の公表よりも、令和３
年度中に公表予定の岩手県の浸水想定が大
きくなる可能性があります。
※ 内閣府が公表したシミュレーション結果
は、市のホームページをご覧ください

　新市庁舎建設については「復興のシンボルとして釡石
らしいまちづくりの拠点となる庁舎」を基本理念とし、
令和元年７月に基本設計を完了。現在は実施設計の作業
を行っています。市政懇談会では、天神町を建設予定地
とした建築計画概要の他、配置計画、事業費などを説明
しました。昨年の台風第19号や日本海溝沿いの津波シ
ミュレーションの発表など、建設に係る新たな検討課題
が生じたため、現在も庁舎建設検討委員会などで検討協
議を行っています。

　第六次釡石市総合計画は、令和３年度～12年度までの
10カ年の計画です。目指す釡石の将来像を「一人ひとり
が学びあい世界とつながり未来を創るまちかまいし～多
様性を認めあいながらトライし続ける不屈のまち～」と
し、この将来像を達成するための５つのまちづくりの基
本目標と、10項目の重点施策を掲げています。今後はパ
ブリックコメント（意見募集）などを行い、令和３年３
月に計画を策定する予定です。

令和元年度台風災害検証結果について

日本海溝沿いの最大クラスの津波による
浸水想定について

新市庁舎の建設について

第六次釡石市総合計画について
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15億7,694万円

分担金及び負担金
14億9,847万円
（95.0％）

使用料及び
手数料
636万円
（0.4％）

繰越金
1,614万円（1.0％）

繰入金
1,330万円（0.9％）

国庫支出金
3,298万円（2.1％）

諸収入
967万円（0.6％）

15億7,694万円

消防費
11億2,069万円
（71.0％）

衛生費
2億2,197万円
（14.1％）

公債費
1億8,270万円
（11.6％）

議会費
14万円
（0.0%）

総務費
5,144万円
（3.3％）

大槌町
4億7,633万円
（31.8％）

釡石市
10億2,214万円
（68.2％）

森林経営管理に関する意向調査を実施します
　平成31年4月に運用が始まった「森林経営管理
制度」は、手入れの行き届いていない民有林かつ
人工林を、適切に経営管理することで、森林の多
面的機能の発揮と林業の成長産業化を目指してい
ます。
　市は、市内を13区域に分けて、順次、森林所
有者の意向調査を実施します。この調査で経営管

理権を市に委ねることに同意があった森林は、森
林所有者と市の間で作成する「経営管理権集積計
画」に基づき、適切な経営管理が図られます。
　意向調査は、１月下旬に第１期調査区域となる
和山、栗林地区から対象森林を抽出し実施しま
す。対象となる森林所有者に調査票を配布します
ので、ご協力をお願いします。

問い合わせ　釡石大槌地区行政事務組合 事務局 総務課　☎31-1336

問い合わせ　市農林課 林業振興係 ☎27-8426

令和元年度 行政事務組合の主な事業
■消防業務 （△はマイナス）

火災件数 前年度比較 救急件数 前年度比較
釡石消防署 ８ △１ 1,482 38
大槌消防署 ３ ０ 827 ６
合　　　計 11 △１ 2,309 44
■し尿処理事業 （△はマイナス）

搬入量（kl） 構成比率（％） 前年度比（％）
釡　石　市 １万4,764 56.9 △2.8
大　槌　町 1万1,188 43.1 △8.2
合　　　計 2万5,952 100.0 △5.2

令和元年度釡石大槌地区行政事務組合会計

決算のあらまし

分担金及び負担金の内訳

※ 四捨五入の関係で合計額などが合わない場合があります

　釡石大槌地区行政事務組合は、釡石市と大槌町からの分担金な
どによって、共同で消防業務や、し尿処理事業を行っています。
10月26日に開催した同組合議会定例会で認定された令和元年度
決算の概要をお知らせします。

歳　出歳　入

○令和元年度開示請求などの状況について
　令和元年度において、釡石大槌地区行政事務組合情報公開条例に基づく開示請求および審査請求は、開
示請求２件に対し開示２件、審査請求はありませんでした。
　釡石大槌地区行政事務組合個人情報保護条例に基づく、開示請求および審査請求はありませんでした。
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